
寂
、
室
　
元
　
光
　
の
　
禅
　
風

－
　
隠
　
逸
　
幽
　
趣
　
の
　
禅

不
求
名
利
不
憂
貧
　
隠
処
山
深
遠
俗
霞
　
歳
晩
大
寒
誰
是
友

梅
花
帯
月
一
枝
新
　
　
　
寂
室

山
　
水
　
修
　
道

寂
皐
銀
・
示
元
参
禅
人
法
語
を
見
る
に
、

古
人
云
、
参
須
実
参
、
悟
須
実
悟
、
是
故
蓄
財
参
五
十
三
人
知
識
、
扮
陽

参
七
十
余
員
知
識
、
大
凡
仏
祖
以
来
、
発
大
槻
顕
大
用
、
立
宗
旨
建
法
帖

底
人
、
際
有
不
従
参
之
字
上
出
頭
来
也
、
汝
諒
参
也
、
身
亦
処
参
禅
流
輩

之
中
、
尤
宜
奮
志
励
精
不
憧
蚊
渉
、
尋
師
択
友
、
忽
爾
積
著
聖
顔
宗
匠
、

喫
尽
悪
辣
柑
鎚
、
直
教
妄
識
妄
情
、
和
箇
妙
解
妙
会
、
一
時
蕩
除
、
然
後

倣
得
部
部
落
落
、
超
宗
越
格
、
俊
快
伶
利
活
漠
、
豊
不
位
哉
、

と
、
師
友
を
尋
ね
択
ん
で
黍
究
し
、
驚
頭
の
宗
匠
の
紺
鎚
を
受
け
て
出
頭
す
る

参
禅
者
の
一
途
を
述
べ
、

共
成
未
然
、
沢
絶
寓
慮
、
放
拾
諸
縁
、
把
一
則
無
義
味
話
頭
、
四
威
儀
中

無
少
間
断
、
参
去
重
来
、
説
甚
十
年
五
我
、
仮
使
百
劫
千
生
不
悟
不
休
、

如
是
信
受
、
如
是
操
守
、
謂
之
真
本
色
遺
人
、

と
、
十
年
五
我
に
わ
た
っ
て
一
話
頭
に
参
究
し
、
禅
遺
に
専
心
す
る
真
の
本
色

遺
人
の
一
途
を
述
べ
て
、

中
　
　
J
　
　
徳
．
之
助

君
離
却
如
上
二
途
、
於
諸
遺
業
怨
一
所
弁
、
終
日
閑
散
扮
談
無
根
、
花
市

空
過
一
生
、
依
旧
輪
転
六
趣
、
偏
為
徒
有
参
禅
名
、
全
知
悟
入
実
、
可
塊

可
具
、
恩
之
勉
之
、

と
法
語
を
結
ん
で
い
る
。
山
水
の
問
に
あ
っ
て
修
道
す
る
「
貢
本
色
遺
人
」
の

一
途
が
注
目
さ
れ
る
。
示
是
乗
知
客
法
語
に
も
、

上
古
之
神
栖
、
靖
晦
千
峯
万
窺
幽
巌
湯
谷
之
問
、
．
得
身
世
両
忘
、
輿
草
木

倶
腐
者
、
不
可
勝
計
突
、
吾
仏
亦
説
、
欲
求
寂
静
無
為
安
楽
、
当
離
闇
冊

独
処
閑
居
、
乃
至
若
於
山
間
、
若
空
沢
中
、
芳
在
樹
下
閑
処
静
室
、
会
所

受
法
、
勿
令
忘
失
、
何
況
貴
林
表
替
、
宥
不
上
限
、
苛
有
意
弁
遺
之
人
、

望
彼
境
界
、
当
如
畏
眠
蛇
之
窟
避
地
毒
之
郷
耳
、
雪
舟
乗
知
客
、
稲
歴

貢
師
柏
陽
諸
剃
、
嘗
尽
寒
醸
風
味
、
而
乃
払
衣
遠
引
、
図
針
林
丘
、
去
秋

来
此
、
輿
同
志
五
七
輩
、
裏
首
的
屋
之
下
、
過
一
冬
託
、
猶
嫌
山
之
浅
、

且
欲
従
深
入
於
深
、
其
高
尚
之
趣
、
足
以
可
貫
通
、
大
抵
学
遺
之
要
、
最
貴

明
心
、
明
心
之
揺
径
、
只
在
生
死
切
、
生
死
切
則
頭
頭
物
物
在
在
処
処
、

無
非
為
我
之
警
策
者
、
何
必
仮
求
師
友
平
、
黙
声
山
色
、
白
雲
青
松
、
凡

属
見
冊
一
一
為
汝
助
発
揮
機
妙
用
者
郡
、
所
以
古
人
云
、
欲
識
本
来
心
、

青
山
緑
水
深
、
又
云
、
心
外
無
法
、
満
目
青
山
、
思
之
勉
之
、

と
あ
り
、
生
死
切
な
れ
ば
頭
頭
物
物
、
在
在
処
処
、
我
の
警
策
た
る
に
あ
ら
ざ



る
も
の
無
く
、
賢
声
山
色
、
白
雲
青
松
、
二
に
禅
横
の
妙
用
を
助
発
す
る
と

言
う
。
京
師
柏
陽
の
諸
別
に
修
道
す
る
は
世
の
常
で
あ
る
が
、
自
然
の
山
水
の

樫
に
あ
っ
て
も
神
の
熟
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
法
語

中
に
「
大
抵
学
遺
之
要
、
最
貴
明
心
、
」
と
あ
る
。
「
心
を
明
ら
め
」
て
生
死
の

疑
団
を
打
破
し
、
己
事
を
洞
明
に
し
て
わ
が
心
性
の
本
然
に
生
き
る
こ
と
は
、

そ
の
ま
ま
「
明
心
」
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
寂
宗
録
に
も
「
奴
来
擬
去
、
忽
爾

疑
惜
披
、
則
頓
見
本
来
面
目
、
明
撤
本
地
風
光
、
」
　
（
奉
答
H
賜
手
詔
）
　
「
珪

去
建
来
、
心
無
所
之
、
忽
然
如
陸
夢
覚
、
如
蓮
華
闘
、
如
披
雲
見
目
、
」
　
（
答

鎌
倉
源
左
奥
厩
）
　
「
参
去
参
来
、
忽
爾
照
撤
竃
法
根
源
、
」
　
（
示
真
照
居
士
）

「
参
去
参
来
、
折
須
少
閑
莫
有
道
志
、
忽
田
打
破
湊
柿
、
心
華
発
明
、
照
十
方

空
、
」
　
（
示
正
印
大
師
）
　
な
ど
と
あ
る
。
寂
室
が
教
え
を
受
け
た
中
蜂
明
本
の

語
録
に
も
「
但
能
信
取
一
節
詰
所
、
密
密
参
取
、
亦
不
必
問
其
難
易
、
久
之
心

明
性
根
、
則
難
之
輿
易
不
勝
其
賛
突
、
」
　
（
示
霊
堂
古
首
座
）
　
「
心
本
澄
堪
、

元
無
汚
染
、
工
夫
亦
無
倣
不
倣
之
異
、
一
切
施
為
只
要
悟
明
白
心
耳
、
」
　
（
示

泣
押
入
）
　
な
ど
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
明
心
」
は
黙
声
山
色
の
問
に
あ
っ
て
、

よ
く
透
徹
し
得
る
と
寂
室
は
言
う
。
示
秀
格
禅
人
法
語
に
も
、

汝
年
離
甚
少
、
出
言
虹
以
老
突
、
常
語
道
友
云
、
其
甲
－
、
恭
慕
先
哲
般
芋

垂
採
、
移
茅
入
深
高
風
之
久
、
異
時
必
須
索
我
巌
谷
之
中
、
其
志
尚
辛
別

田
登
、
椎
恐
遠
離
師
友
、
無
聴
提
訴
、
閃
遊
安
眠
、
甘
堕
庸
輩
、
汝
当
深

念
、
空
山
間
爾
有
便
弁
遺
、
生
死
在
呼
吸
、
如
何
戊
度
目
、
辛
宥
班
成
公

案
、
今
挙
示
汝
、
僧
問
古
徳
、
如
何
是
清
浄
法
身
、
云
、
山
草
閑
似
錦
、

澗
水
落
如
藍
、
又
問
、
深
山
最
珪
還
有
仏
法
也
無
、
云
、
石
動
大
底
大
、
小

底
小
、
猛
著
精
彩
看
、
是
什
磨
遺
理
、
郡
団
竹
橋
之
上
、
良
不
在
言
也
、

採
薪
拾
某
、
鋤
団
扱
搭
処
、
正
好
参
究
底
時
節
、
忽
相
通
得
祖
聞
、
発
明

己
事
、
謂
之
自
証
自
悟
活
道
人
者
郡
、

と
あ
る
。
願
の
や
大
梅
法
常
の
ど
と
き
先
哲
の
高
風
を
慕
っ
て
山
林
独
居
の
禅

に
参
ず
る
こ
と
が
、
師
友
に
遠
離
し
て
提
誼
を
聴
く
こ
と
を
失
し
、
閑
遊
安
眠

に
堕
す
る
恐
れ
の
あ
る
こ
と
を
一
方
に
哲
め
つ
つ
も
、
空
山
間
爾
と
し
て
弁
道

に
便
あ
り
、
採
薪
拾
葉
・
鋤
国
扱
繁
の
生
活
の
中
で
一
話
頭
に
参
究
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
己
事
を
発
明
し
得
る
こ
と
を
説
き
、
か
く
し
て
出
頭
し
得
た
退
人
こ

そ
「
自
記
自
悟
活
道
人
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

山
水
の
樫
に
ひ
と
り
修
道
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
真
本
色
通
人
」
　
「
自
証

自
悟
活
道
人
」
と
な
り
得
る
と
す
る
寂
室
の
考
え
は
、
一
に
は
雑
が
所
詮
己
れ

自
ら
と
の
対
決
で
あ
っ
て
他
者
の
介
在
す
る
余
地
の
無
い
も
の
で
あ
る
と
い
う

信
念
に
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
一
に
は
山
水
の
幽
趣
を
愛
す
る
性
向
に

も
支
え
ら
れ
て
い
よ
う
。
後
者
に
つ
い
て
考
え
る
。

石
椚
説
の
冒
勤
に
「
余
性
着
遊
山
水
之
間
、
」
と
あ
る
が
、
こ
の
期
の
こ
と
ば

は
寂
皐
録
に
多
い
。
関
西
の
苦
闘
型
が
永
源
寺
を
訪
ね
た
時
、
寂
室
は
七
言
絶

句
を
贈
っ
て
い
る
が
、
そ
の
序
の
冒
頭
に
、

老
拙
一
生
寄
幻
影
乎
山
色
水
声
之
中
、
剖
来
経
由
古
江
飯
高
山
下
、
林
渓

幽
遠
租
佃
野
椿
、
囚
築
幕
数
株
、
安
眠
燕
坐
、
只
図
居
此
侠
残
囁
尽
耳
、

旋
有
愛
楽
空
閑
之
遺
流
、
慌
怪
沓
致
、
松
根
石
上
誅
茅
散
処
、
買
物
以
新

罪
、
所
以
理
之
令
然
欺
、

と
、
自
ら
の
一
生
を
そ
の
性
向
の
ま
ま
に
生
き
た
こ
と
へ
の
感
慨
を
記
し
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
序
中
に
轟
開
里
の
言
と
し
て
、

昔
辞
親
離
郷
之
日
、
自
謁
、
吾
卑
狙
大
方
、
援
軍
的
風
、
伐
採
良
導
羊

友
、
最
夕
賓
参
、
究
明
己
事
、
報
父
母
勧
労
之
恩
、
酎
仏
祖
覆
蔭
之
徳
、

専
従
珪
錫
名
藍
、
荏
再
十
霜
於
玄
篤
、
同
閲
伏
憤
不
下
五
七
百
衆
、
届
干

要
択
其
一
人
、
将
為
言
行
之
師
、
何
止
若
複
波
求
火
也
裁
、
凡
属
見
聞
、

非
唯
焦
欺
菩
提
種
子
、
殆
可
滋
刑
輪
同
業
根
、
探
知
今
時
一
日
山
机
随
干



衆
、
万
劫
失
利
乎
己
之
必
英
、
閉
憶
、
古
人
法
席
全
盛
之
時
、
尚
逃
名
跡

累
、
苅
茨
石
室
果
金
澗
飲
、
終
身
阻
ハ
世
出
如
、
嘗
聞
、
為
僧
須
是
居
巌

谷
、
又
云
、
籾
粟
楕
担
不
顧
人
、
直
入
千
峰
万
峰
去
、
吾
今
ポ
撃
隠
哲
之

勝
軌
、
払
衣
遠
引
、
永
帰
雲
山
深
更
深
処
、
乃
構
自
誓
、
寧
可
将
身
投
火

坑
、
不
複
脚
跨
苦
林
間
、
寧
可
窮
死
荒
臣
下
、
不
謁
措
紳
哀
雷
門
、
寧
可

柾
遭
断
舌
災
、
末
悟
不
妄
談
般
若
、

と
あ
る
。
身
を
火
坑
に
投
ず
る
と
も
茫
林
の
間
を
跨
が
ず
、
荒
坂
下
に
窮
死
す

る
と
も
措
紳
豪
富
の
門
に
謁
せ
ず
、
断
舌
の
災
に
革
っ
と
も
悟
ら
ざ
れ
ば
般
若

を
談
ぜ
ず
と
誓
い
、
古
の
隠
哲
の
跡
を
慕
っ
て
山
水
の
裡
に
晦
述
し
よ
う
と
す

る
蕾
聞
畳
の
志
向
は
、
寂
宝
の
志
向
に
合
致
す
る
。
「
予
琉
其
詞
至
当
痛
的
、

不
党
沸
下
、
器
歎
久
之
、
」
と
寂
室
は
記
し
て
い
る
が
、
さ
な
が
ら
彼
自
身
の

志
向
を
再
開
堂
の
言
に
托
し
て
述
べ
た
ど
と
く
で
あ
る
。

暦
応
四
年
　
（
一
三
四
一
）
　
七
月
六
日
、
夢
裡
に
死
せ
ん
と
し
て
遺
偶
を
写

し
、
覚
め
て
記
し
た
作
、

錯
把
黄
金
鋳
鉄
牛
　
革
把
恨
暖
臥
林
丘
　
今
年
五
十
有
二
歳
　
且
苔
不
耕

遠
見
秋

貞
和
四
年
　
（
一
三
四
八
「
の
写
懐
の
作
、

苛
性
宿
開
放
春
山
　
摘
果
俺
飛
今
已
還
　
憤
待
宿
雲
分
半
椙
　
日
昏
猶
末

掩
柴
関

ま
た
、
槻
応
元
年
二
三
五
〇
）
、
長
路
寺
の
命
を
辞
し
た
時
の
作
、

嘉
昔
両
度
到
林
唐
　
驚
起
午
眠
開
竹
関
　
寄
語
寵
峰
下
頭
角
一
生
放
我

得
安
閑

な
ど
、
そ
の
他
「
疎
僻
老
頭
陀
一
生
投
丘
整
」
　
（
贈
釈
侍
者
）
　
「
身
老
尤
宜

屠
世
外
　
雲
間
只
合
臥
最
隈
」
　
（
憶
友
人
）
　
「
放
生
蔵
得
安
丘
整
　
青
眼
着
地

琉
祖
燈
」
　
（
再
用
震
巌
和
尚
瑚
）
と
あ
る
な
ど
、
山
水
を
楽
し
み
自
然
に
唱
蓮

し
ょ
う
と
す
る
志
向
は
、
寂
室
の
生
澤
を
通
じ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

自
賛
の
詠
と
い
う
も
の
は
、
禅
僧
が
己
れ
の
依
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
を
端
的
に

貴
明
し
て
い
る
が
、
寂
室
の
自
贅
に
は
山
水
に
寄
せ
る
心
を
詠
じ
た
も
の
が
多

い
。
．
つ
ぎ
に
掲
げ
る
ど
と
く
で
あ
る
。

幻
身
不
全
　
神
光
虚
円
一
生
廿
日
冶
瞳
林
泉
、
誰
是
替
吾
発
霊
孜
　
仏

燈
再
得
照
人
天

高
拇
釈
迦
　
不
拝
強
靭
　
流
行
也
得
　
炊
止
也
得
一
生
独
自
娯
　
水
声

輿
山
色
　
莫
嫌
幻
質
不
完
全
　
且
愛
眉
根
還
鼻
蒋

咽
老
衰
翁
　
禅
也
映
参
　
道
也
絶
学
　
縦
目
雲
得
　
等
身
林
星
　
成
言
大

党
破
家
孫
　
巽
是
仏
燈
跨
釜
子
　
若
何
得
閏
傑
秀
人
　
決
起
吾
宗
已
浬
攫

全
身
半
身
　
日
面
月
面
　
鏡
上
幻
毘
　
空
夷
閃
電
　
而
今
老
英
帰
図
両

．
依
前
車
是
新
羅
筒
　
退
蔵
放
擬
態
　
詫
言
拒
住
院
　
眠
雲
知
幾
年
　
看
山

長
忘
俺
　
我
偵
活
業
只
悠
磨
一
生
机
板
愛
自
便

林
泉
為
家
　
績
攫
作
伴
　
眼
中
有
畑
霞
　
的
次
蜃
僅
岸
　
従
来
智
控
仝
不

具
　
寛
平
幻
影
亦
快
半
　
噴
　
渠
走
誰
高
　
天
地
之
聞
　
只
二
回
疎
傭
報

頑
宏
翁
老
漠

幻
化
空
身
　
鏡
像
水
月
　
百
年
一
夢
　
終
帰
変
成
　
機
構
教
我
人
両
国

久
住
煩
昌
山
水
窟

焚
香
黙
坐
古
岩
陰
　
長
愛
育
山
深
更
深
　
除
却
同
垂
木
上
座
　
誰
知
這
老

此
時
心

貪
観
憬
泉
飛
　
独
坐
盤
陀
石
　
絶
無
入
棺
遣
　
手
免
請
今
昔
一
片
雲
添

百
杓
衣
　
蔑
重
山
点
堅
陣
碧

こ
の
よ
う
な
、
山
水
を
愛
す
る
心
は
寂
皐
自
ら
言
う
ど
と
く
生
来
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
「
憧
踏
利
門
名
路
買
　
千
時
影
裡
独
凝
神
」
　
（
密
望
侍

老
過
日
都
下
建
仁
云
云
）
　
「
末
法
僧
中
誰
可
尊
　
紛
紛
多
走
利
声
門
」
　
（
再
用



霞
巌
和
尚
翫
）
　
に
見
る
ど
と
き
、
名
利
声
誉
を
妙
視
し
て
方
外
に
遊
ぶ
を
喜
ぶ

気
宇
と
、
「
青
松
為
屋
靡
　
苔
石
作
淋
迂
　
但
得
佳
山
水
　
求
居
養
幻
拒
　
平

生
深
祉
被
人
識
　
豊
科
今
朝
入
画
図
」
　
（
自
賛
）
　
「
退
而
忘
進
　
黙
爾
混
玄

蓼
蓼
終
日
　
孤
拐
憤
然
　
生
平
誓
不
洋
人
世
．
只
在
白
雲
峯
下
眠
」
　
（
自
賛
）

「
大
塩
高
堂
我
無
分
　
松
根
石
上
窪
家
風
　
茫
茫
琵
世
誰
知
己
　
欲
去
西
山
間

亮
公
」
　
（
自
賛
）
　
「
誰
将
融
妙
紫
金
袖
　
包
覿
愚
夫
赤
肉
団
　
恐
被
膀
人
前
便

笑
　
不
如
送
在
旧
青
山
」
　
（
自
賛
）
　
に
見
る
ど
と
き
、
人
に
知
ら
る
る
を
深
く

恥
じ
る
恥
茸
の
棺
と
が
絡
み
あ
っ
て
い
る
。
答
実
翁
和
尚
の
事
闇
に
、

細
昧
来
諭
、
区
区
痛
烹
愚
林
下
掩
関
根
於
出
世
、
又
云
、
風
雲
際
会
以
階

陵
攫
、
夫
何
見
期
大
過
、
何
以
敢
当
、
自
非
厚
荷
存
撫
、
則
安
得
到
於
此

郡
、
匿
勝
銘
感
之
至
、
恩
壮
歳
随
衆
之
日
、
東
西
班
列
尚
以
不
敢
括
意
、

何
況
大
焉
者
乎
、
是
無
佗
、
慧
深
自
責
己
知
分
也
、
較
齢
幾
乎
耳
順
、
註

昧
輿
年
相
称
英
、
当
初
所
得
於
師
友
者
十
不
記
一
、
好
一
箇
乗
物
、
天
琶

之
問
鮮
有
我
顧
者
、
独
頂
山
居
兄
、
平
日
道
義
不
寒
、
退
輿
此
廃
院
子
、

素
有
山
田
数
睦
疏
囲
二
三
臥
、
分
甘
作
間
禿
再
老
農
、
窮
料
亭
桂
、
耶
以

卒
歳
、
亦
足
以
自
娯
、
云
云

と
あ
る
。
自
ら
の
分
を
亙
っ
て
、
世
に
立
つ
を
避
け
、
禿
頭
の
老
農
と
し
て
山

田
・
読
厨
に
わ
が
生
鮮
を
托
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
良
芋
の
粕
を
し
て
戸

外
に
放
た
し
む
る
な
か
れ
。
」
と
か
「
渓
流
に
菜
葉
を
流
し
て
人
に
知
ら
る
る

な
か
れ
。
」
と
か
の
、
深
居
を
勧
め
る
こ
と
ば
が
寂
宝
の
法
語
に
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
も
、
併
せ
考
え
ら
れ
よ
う
。

山
水
の
間
に
遊
ぶ
を
着
ぶ
性
向
が
寂
室
に
あ
る
に
し
て
も
、
山
水
樫
に
晦
逆

す
る
を
勧
め
る
寂
宝
の
こ
と
ば
が
、
そ
の
性
向
に
ま
か
せ
て
発
せ
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
の
は
皮
相
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
菓

本
色
通
人
」
　
「
自
証
自
悟
活
遺
人
」
と
な
る
べ
き
参
禅
の
途
に
つ
い
て
の
信
念

が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
わ
た
く
L
は
、
行
状
に
見
え
る
、
つ
ぎ
の
記
故

に
注
目
す
る
。

殿
之
巽
付
有
僧
堂
、
師
骨
粉
之
日
、
坐
中
誓
策
、
只
不
可
過
惹
衣
敲
席

耳
、
病
以
竹
箆
行
事
、
則
或
動
他
心
念
、
恐
壊
道
義
、
各
竃
遵
守
此
法

式
、
深
所
庶
者
也
、

神
と
言
え
ば
棒
雨
喝
雷
を
思
う
常
識
が
あ
る
。
寂
室
の
当
時
に
お
い
て
も
、

又
云
、
一
代
蔵
敏
文
、
拭
瘡
故
紙
、
千
七
百
公
案
、
萬
惜
葛
藤
、
忽
遭
人

間
著
如
何
是
禅
、
便
竪
拳
下
喝
、
怒
目
拝
眉
、
胡
乱
支
将
去
、
甚
者
尾
仏
呵

租
、
欺
神
捕
鬼
、
摂
無
因
果
、
無
印
不
為
、
謂
之
地
獄
浮
、
仏
也
難
救
、

（
示
裏
源
弾
着
）

と
あ
り
、
一
般
の
師
家
の
神
風
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
寂
室
の
樺
に

言
う
と
こ
ろ
、
こ
の
風
潮
に
背
馳
す
る
。

思
う
に
、
寂
室
に
は
生
来
の
思
い
や
り
の
情
が
あ
る
。
行
状
に
見
え
る
「
七

裁
郷
間
群
児
釣
小
魚
、
粒
得
之
則
屈
師
護
焉
、
師
請
、
此
魚
班
為
微
物
、
皆
有

命
之
属
也
、
其
可
忍
殺
哉
、
悉
縦
、
群
児
悌
然
英
、
」
の
記
事
も
そ
の
一
つ
の

あ
ら
わ
れ
と
も
言
え
よ
う
が
、
寂
宴
録
に
見
て
も
、
答
倫
上
人
・
谷
実
翁
和
尚

な
ど
の
雷
門
に
知
ら
れ
る
参
祁
者
へ
の
思
い
や
り
、
ま
た
、
答
実
翁
和
尚
の
書

簡
に
知
ら
れ
る
先
師
針
愛
の
弟
子
に
つ
い
て
の
配
慮
、
ま
た
、
た
と
え
ば
「
郡

堪
別
我
下
層
軽
、
風
前
侍
杖
独
立
久
、
織
罷
郡
壮
美
脅
迫
、
再
打
柴
扉
問
第

年
、
」
　
（
贈
英
侍
者
帰
省
詩
）
　
な
ど
の
詩
に
知
ら
れ
る
日
常
の
人
間
関
係
に
お

け
る
愛
惜
な
ど
、
い
ず
れ
も
他
を
温
か
く
包
む
よ
う
な
思
い
や
り
が
示
さ
れ
て

い
る
。
今
一
例
を
掲
げ
る
。

学
遺
之
士
、
先
須
慎
護
身
口
意
、
尿
除
去
睨
虹
、
瀾
女
等
浮
雲
、
棄
利
如

訴
土
、
山
言
也
要
轄
詐
偽
虚
妄
、
立
行
也
婁
図
穏
実
琉
漂
、
任
退
世
間
種

種
違
順
境
縁
、
〓
収
在
夢
幻
突
撃
之
中
、
然
後
以
己
事
未
明
、
常
目
処



励
、
古
人
尚
不
容
勇
爪
之
暇
、
吾
是
何
人
也
、
荏
再
一
生
虚
度
光
陰
、
乃

能
村
政
精
神
、
奮
起
志
力
、
粕
進
上
加
精
進
、
勇
猛
吏
添
勇
輿
朝
参
碁

参
、
行
究
坐
究
、
一
旦
漆
桶
通
底
脱
去
、
頓
見
本
来
面
目
、
精
著
本
地
風

光
、
謂
之
出
家
行
脚
本
志
一
時
馴
畢
底
解
脱
自
在
活
的
憎
者
郡
、
体
輔
予

住
竜
、
七
聖
涼
放
、
自
一
帰
揮
下
、
到
今
不
憧
耶
寒
隆
暑
、
備
惜
敗
辛
、

勤
役
於
井
自
流
囲
之
間
、
致
不
達
寧
屠
、
料
想
、
称
日
用
工
夫
為
之
不
致

綿
密
、
若
令
作
遺
業
不
克
成
弁
、
職
我
之
由
、
啓
帰
干
誰
乎
、
従
今
日

去
、
竃
中
卒
歳
之
計
、
都
不
要
介
懐
、
切
望
、
把
生
死
大
事
須
央
不
忘
念

耳
、
老
拙
力
写
此
葛
藤
、
以
代
労
棟
云
、
（
示
同
道
禅
者
）

前
半
の
叙
述
は
、
寂
室
の
修
道
の
綿
密
を
示
し
て
い
る
。
法
語
を
霜
め
ら
れ

て
、
他
の
話
頭
を
拉
し
来
た
っ
て
己
れ
の
こ
と
ば
に
代
え
る
こ
と
の
多
い
寂
室

が
、
自
己
の
修
道
の
心
構
え
を
か
く
率
直
に
吐
露
し
て
い
る
の
は
、
嗣
遺
祁
者

へ
の
愛
惜
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
後
半
の
「
料
想
、
称
日
用
工
夫

為
之
不
致
純
密
、
若
令
称
遺
業
不
克
成
弁
、
職
我
之
由
、
沓
相
子
誰
乎
、
」
の
叙

述
と
相
応
す
る
。
示
秀
格
禅
人
法
語
に
「
大
凡
為
人
子
者
、
票
父
気
分
、
天
下

古
今
所
以
理
之
令
然
也
、
」
と
言
い
、
「
汝
入
余
室
、
為
余
法
子
、
然
療
頑
疎

傭
之
性
、
輿
余
竃
⑧
不
差
、
益
感
夙
生
師
資
縁
熟
鷲
、
」
と
言
い
、
か
つ
、
こ

の
弟
子
の
修
道
に
資
す
る
た
め
に
自
ら
の
実
践
を
記
述
し
て
い
る
の
も
同
様
で

あ
る
。
寂
宴
の
思
い
や
り
が
、
単
な
る
廿
や
か
し
の
温
情
で
な
い
こ
と
は
、
禅

道
を
「
大
丈
夫
之
事
業
」
と
す
る
信
念
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
さ
び
し
さ
は
、

師
が
弟
子
に
課
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
弟
子
自
ら
が
己
れ
に
課
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
示
従
本
禅
者
法
語
に
、

汝
蔑
一
見
許
掛
錫
、
当
須
先
以
三
年
為
一
期
限
、
足
禁
出
門
、
脇
悦
到

席
、
ロ
絶
戯
嘲
、
意
離
撃
縁
、
只
二
六
時
中
、
綿
綿
密
密
、
参
究
死
了
焼

了
、
郡
筒
是
我
性
之
語
、
旺
遇
如
此
師
、
得
如
此
友
、
屠
如
此
便
当
所

在
、
汝
在
彼
不
弁
遺
業
、
吏
可
待
何
日
現
、
某
識
醜
州
猟
順
、
訂
水
観

山
、
徒
盛
時
光
、
全
非
予
法
属
者
耶
、
異
日
班
帰
来
、
断
不
可
有
相
見
之

分
、
従
本
勉
之
忠
之
、

と
あ
る
の
を
見
て
も
、
鍛
錬
の
は
げ
し
い
気
塊
が
感
じ
ら
れ
る
。
己
れ
自
身
と

の
き
び
し
い
対
決
を
避
け
る
こ
と
は
、
祁
者
の
名
に
お
い
て
許
さ
れ
ざ
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
故
に
こ
そ
、
他
の
通
念
を
無
用
に
傷
つ
け
る
こ
と
の
な
い
思
い

や
り
が
、
他
方
に
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

僧
堂
の
枠
に
「
坐
中
警
策
、
只
不
可
過
惹
衣
敲
席
耳
、
痛
以
竹
箆
行
事
、
則

或
動
他
心
念
、
恐
壊
道
義
、
」
と
記
し
た
寂
室
の
意
図
は
、
こ
こ
に
存
し
た
と

思
わ
れ
る
。
寂
室
の
説
く
と
こ
ろ
、
棒
雨
鳴
雷
」
の
祁
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

葉
ず
え
の
露
が
深
更
の
月
の
光
り
を
お
の
が
じ
L
に
や
ど
し
つ
つ
凝
給
し
て
い

る
ど
と
き
禅
と
言
え
よ
う
か
。
お
の
が
じ
し
心
性
に
や
ど
し
た
月
輪
を
凝
視
す

る
、
張
り
つ
め
た
き
び
し
さ
を
内
在
さ
せ
る
禅
で
あ
る
。
己
れ
と
は
何
ぞ
と
い

う
疑
団
に
自
己
を
ぶ
っ
つ
け
て
い
く
と
こ
ろ
に
は
、
い
さ
さ
か
の
妥
協
も
無

く
、
一
切
の
便
法
の
介
在
も
な
い
。
そ
の
き
び
し
さ
を
知
る
が
故
に
、
「
我
」

は
所
詮
「
他
」
に
没
交
渉
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
通
念
の
傷
つ
き
や
す
さ
、
明

心
の
曇
り
や
す
さ
の
機
微
を
知
る
が
故
に
、
静
か
に
通
念
の
熟
し
、
お
も
む
ろ

に
明
心
の
澄
む
を
待
つ
要
を
知
る
。
こ
の
よ
う
な
遺
念
の
純
熟
、
明
心
の
澄
薇

を
思
う
が
故
に
、
示
是
衆
知
客
居
山
法
語
に
説
く
ど
と
く
、
寂
宝
は
山
水
の
問

に
お
け
る
修
道
を
重
ん
じ
、
み
ず
か
ら
も
都
下
の
騒
匹
を
避
け
て
山
間
渓
辺
の

月
明
を
愛
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

詠
　
月
　
澄
　
心

寂
室
光
光
の
山
居
に
幽
趣
を
楽
し
む
生
活
を
一
点
に
し
ぼ
っ
て
考
え
る
と
す

れ
ば
、
詠
月
の
作
に
如
く
も
の
は
な
い
。



寂
室
が
月
を
愛
し
た
こ
と
は
、
自
賛
の
詠
に
、
月
に
托
し
て
自
ら
を
語
る
こ

と
の
多
い
の
に
む
察
せ
ら
れ
る
。
繁
を
い
と
わ
ず
列
挙
す
る
。

水
中
月
影
　
華
業
容
容
　
両
虎
成
狸
　
喚
蛇
倣
寵
　
甜
瓜
和
上
署
胡
正

徳
山
臨
済
鰐
皮
都

心
光
不
昧
輌
団
◎
　
且
素
見
安
能
得
安
　
筒
是
本
来
真
南
日
　
夜
深
山
月

照
秋
寒

心
心
心
　
夜
来
古
月
照
霜
林
　
神
村
祁
　
無
角
鉄
牛
飛
上
天
　
是
則
男
我

為
鏡
像
　
非
別
間
梨
全
老
僧
　
翠
些
二
尺
閑
在
手
　
呑
却
乾
坤
似
不
昏

視
利
等
魔
境
　
腱
名
同
権
桔
　
残
月
落
遥
峯
　
孤
雲
老
年
谷
　
諸
方
鴻
池

説
高
相
　
勃
興
渠
償
仲
脚
眠

這
担
板
漢
　
甘
老
岩
だ
一
指
黙
坐
　
蔑
緑
皆
空
　
間
勧
住
院
言
　
幾
乎

洗
耳
　
猶
見
宗
教
替
　
為
之
録
的
　
有
時
江
湖
入
夢
　
夜
寒
月
照
短
琶

称
意
金
鱗
直
鈎
上
　
綿
給
聖
断
自
苑
風

参
械
月
落
潮
山
峡
　
仝
露
本
来
清
浄
身
　
丹
青
汚
却
虚
空
而
　
冷
地
従
教

笑
倒
人
　
笑
倒
人
誰
識
其
　
試
日
成
昔
劫
前
石
　
曇
撃
方
掟
一
枝
春

身
披
釈
服
　
手
掬
旺
心
　
独
歩
方
外
　
抄
視
琵
林
　
只
古
風
高
月
鮫
　
都

忘
水
寒
雲
深
　
這
般
一
箇
瞑
浮
図
　
古
往
今
来
鼻
也
無

無
相
為
真
相
　
無
門
為
釈
門
　
擬
欲
尋
捉
跡
　
水
中
探
月
痘
　
画
不
成
時

正
好
重
　
全
身
遺
志
尽
乾
坤
、

咄
者
考
撰
　
湊
桶
不
快
　
為
人
百
醜
千
拙
　
渾
無
這
日
半
解
　
只
図
飽
餐

安
眠
　
白
雲
辺
背
面
外
　
是
什
磨
報
縁
　
幻
身
不
完
全
　
不
完
全
却
周
円

月
到
中
秋
光
満
天
月
夕

こ
れ
ら
の
自
賛
の
作
に
詠
ぜ
ら
れ
て
い
る
「
月
」
は
、
感
覚
的
要
素
を
捨
象

し
て
、
観
念
的
に
把
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
水
中
月
影

華
某
春
零
」
　
「
箇
是
本
来
素
面
日
　
夜
深
山
月
照
秋
寒
」
　
「
心
心
心
　
夜
来

古
月
照
霜
林
」
　
「
残
月
落
遥
峯
　
孤
雲
老
空
谷
」
　
「
有
時
江
湖
入
夢
　
夜
寒
月

照
短
註
」
　
「
参
兢
月
落
湖
山
暁
　
金
指
本
来
清
浄
身
」
　
「
只
竃
風
高
月
鮫
　
都

忘
水
寒
雲
深
」
　
「
幻
身
不
完
全
　
不
完
全
却
周
円
　
月
到
中
秋
光
満
天
」
な
ど

の
表
現
の
裡
に
把
え
ら
れ
て
い
る
「
月
」
は
、
そ
の
底
流
に
感
覚
的
な
体
験
の

支
え
が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
に
し
て
も
、
「
寒
」
　
「
霜
」
　
「
餃
」
な
ど
の
語
が

形
成
す
る
観
念
世
界
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
清
浄
法
身
の
形
象
の
よ
う
に
さ
え
思

わ
れ
る
。

寂
宝
が
人
に
与
え
た
道
号
に
も
、
耕
月
・
江
月
・
釣
月
・
霜
月
・
月
翁
・
月

窓
・
月
見
・
月
山
・
月
丹
・
月
峰
の
ど
と
く
、
「
月
」
の
文
字
を
付
し
た
号
が

多
く
、
ま
た
、
道
号
項
に
「
月
」
を
詠
ず
る
も
の
十
四
蔦
を
併
せ
考
え
て
も
、

奴
室
が
月
に
心
を
惹
か
れ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
道
号
項
の
中
か
ら

若
干
を
掲
げ
る
。

形
茫
建
水
拍
空
流

一
輪
秋
　
（
江
月
）

古
今
誰
下
蒼
寵
窟

落
波
心
　
（
紹
月
）

氷
輪
高
転
碧
天
秋

睡
珂
獄
　
（
月
窓
）

円
末
門
前
眼
訪
周

推
戸
来
　
（
月
見
）

円
未
門
前
須
著
恨

鎖
煙
籍
千
蔑
峰

霊
山
話
輿
望
渓
指

一
輪
円
　
（
月
峯
）

洞
撼
銭
班
夜
不
収
　
玉
鑑
光
寒
苺
波
底
　
依
前
天
上

湛
湛
如
罠
嵩
丈
深
　
哺
有
寒
鰹
光
校
潔
　
夜
来
依
旧

光
速
虚
橿
漑
気
流
　
内
外
玲
璃
常
不
夜
　
如
何
著
得

邦
茨
変
作
玉
棲
台
　
縦
超
物
外
商
泉
老
　
不
詳
敲
門

尻
班
持
出
　
（
時
）
．
広
来
宮
　
若
従
光
影
那
辺
窮
　
雲

（
月
山
）

只
在
平
常
光
影
辺
　
蛸
蛸
杭
鎚
高
著
眼
　
通
玄
孤
頂
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こ
れ
ら
の
道
号
相
に
詠
ぜ
ら
れ
て
い
る
月
も
、
自
費
の
場
合
と
同
様
、
観
念



紆
な
形
象
と
し
て
抱
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
月
見
の
導
写
甥
に
「
縦
超

物
外
商
泉
老
」
と
あ
る
の
は
、
馬
祖
の
「
惟
有
普
庸
独
起
物
外
。
」
の
語
を
受

け
、
月
蜂
の
道
号
項
に
「
析
・
此
山
詣
輿
暦
渓
指
」
と
あ
る
の
は
、
玄
抄
の
「
且
如

遺
吾
有
正
法
眼
付
嘱
大
迦
葉
、
我
遺
猶
如
話
月
。
．
曹
渓
竪
梯
子
還
如
相
月
。
」

の
語
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
禅
僧
と
し
て
の
概
念
世
界
の
中
で
月
の
形

象
を
把
え
て
い
る
こ
と
の
一
証
と
な
ろ
う
。

月
に
む
か
う
寂
宝
の
心
に
は
、
上
述
の
よ
う
な
、
月
に
托
す
る
観
念
の
形
象

が
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
月
の
美
し
さ
を
す
な
お
に
愛
す
る
情
が
あ
っ
た
。

凝
滞
頓
釈
　
混
成
落
落
　
電
巻
星
飛
　
寵
臣
虎
躍
．
拝
傭
老
頭
陀
一
生

投
丘
堅
　
同
志
遠
方
来
　
脚
悦
惜
水
損
　
m
変
移
卯
入
深
　
糞
火
蚊
芋
標

格
　
古
風
不
振
久
之
　
林
下
年
年
前
索
　
千
時
玉
立
掃
秋
星
　
冷
翠
岩
屏

掛
飛
浸
　
今
朝
君
已
下
琶
揖
　
誰
共
同
石
山
月
白
　
（
贈
釈
侍
者
）

備
前
要
侍
者
、
倍
子
馬
但
之
金
蔵
山
、
冬
迄
千
春
、
忽
二
日
辞
往
京

柿
、
何
語
以
代
票
別
云
、

子
伴
病
夫
金
峰
索
畢
対
雪
擁
顕
口
辺
生
醗
　
三
玄
三
要
願
商
品
　
四
句

百
非
澤
刻
印
　
今
朝
又
逐
春
雲
帰
帝
郷
　
何
日
相
逢
共
前
山
月
日

二
詩
と
も
に
末
句
に
「
看
山
月
白
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
は
類
型
的
と
も

思
わ
れ
る
表
現
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
の
四
字
の

表
現
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
侍
者
に
寄
せ
る
深
い
愛
情
が
澄
み
出
て
い
る
。
「
両

月
の
白
き
」
が
、
観
念
的
に
と
感
覚
的
に
と
分
か
ち
が
た
い
ま
ま
で
寂
宴
に
よ

っ
て
把
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

思
う
に
、
寂
室
の
月
を
愛
す
る
こ
こ
ろ
を
、
い
く
つ
か
の
箇
条
に
分
け
て

考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
月
の
感
覚
的
な
美
を
愛
し
た
の
で
あ
る
と
言
え
る

か
も
し
れ
ぬ
。
月
の
観
念
的
な
心
象
を
愛
し
た
の
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ

ぬ
。
あ
る
い
は
ま
た
、
山
水
を
事
ぶ
性
向
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
言
え
る
か
も

し
れ
ぬ
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
箇
条
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
、
そ
れ
だ
け
で
は

寂
皐
の
月
を
愛
す
る
こ
こ
ろ
を
充
分
に
は
言
い
得
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
葉
ず
え
の
露
が
そ
れ
ぞ
れ
に
月
の
光
り
を
湛
え
て
凝
紹
し
て
い
る
ど
と

き
、
人
お
の
お
の
が
自
己
の
心
性
を
静
か
に
深
く
凝
視
す
る
と
こ
ろ
に
神
の
本

来
の
あ
り
方
を
説
く
寂
璽
元
光
の
精
神
の
内
的
世
界
と
照
応
す
る
と
こ
ろ
に
、

寂
室
の
月
を
愛
す
る
心
が
あ
っ
た
と
わ
た
く
L
は
思
う
の
で
あ
る
。

和
天
永
駅
に
与
え
た
自
賛
の
作
に
「
身
披
釈
服
　
手
掬
旺
心
　
独
歩
方
外

沙
親
指
林
　
只
責
風
高
月
鮫
　
都
忘
水
寒
雲
深
」
と
あ
っ
た
。
農
林
を
妙
視
し

て
山
林
に
晦
逆
す
る
を
志
し
た
寂
宴
の
作
に
月
を
詠
ず
る
こ
と
が
多
い
の
は
当

然
の
傾
向
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
自
然
の
風
光
の
樫
に
あ
っ
て
月
を
詠
じ
た
作

に
佳
品
が
多
い
こ
と
に
は
、
上
述
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

階
此
間
房
恰
一
年
　
揖
雲
渓
月
伴
枯
祁
　
明
朝
欲
下
最
前
路
　
又
向
何
山

石
上
眠
　
（
書
金
蔵
山
珪
）

凪
盟
飛
来
送
冷
声
　
前
蜂
月
上
竹
無
明
　
老
来
殊
覚
山
中
好
．
死
在
巌
根

骨
也
清
　
（
同
）

禅
入
来
討
贈
行
岩
　
暗
把
枯
腸
苦
捜
索
　
洋
無
一
句
可
呈
岩
　
月
照
空
山

秋
寂
実
　
（
把
椿
上
人
遺
方
）

十
有
年
前
問
放
人
　
相
看
把
手
語
如
春
　
争
知
此
夜
眠
陳
跡
　
月
射
寒
定

風
技
巧
　
（
夜
宿
千
光
寺
）

風
農
寒
林
霜
月
明
　
客
来
活
話
些
二
更
　
蛇
辺
閉
筋
忘
椴
芋
　
静
聴
敲
定

業
而
声
　
（
寒
夜
即
串
）

白
雲
峠
下
育
松
嶋
一
夜
空
房
坐
到
明
　
完
洗
秋
是
月
初
上
　
郎
忙
問
訊

老
師
兄
　
（
夜
宿
寵
聖
寺
）

賢
蛭
石
椚
特
特
来
訪
、
柑
陪
旬
於
、
撞
蛇
欺
話
、
甚
感
迅
義
之
篤
、

今
又
留
偶
而
別
、
老
拙
不
免
、
依
出
講
之
、
敢
望
④
稲
、

7



問
寂
空
巌
霜
夜
月
　
辞
諏
庵
裏
老
大
悟
　
明
朝
子
又
下
山
去
　
何
日
頚
聴

準
戸
声輿

異
痙
訪
石
塔
客
居

遺
人
隋
雪
間
寓
会
　
月
照
寒
窓
坐
対
淋
　
瓦
鼎
烹
茶
春
一
謹
　
皇
同
政
老

橘
皮
湯

可
是
渥
君
振
祖
風
　
曾
聞
宗
説
両
倶
通
　
草
言
千
載
知
心
少
　
且
喜
今
朝

同
志
逢
　
蔵
裡
摩
尼
照
襟
字
　
金
剛
宝
劇
快
機
鋒
　
微
官
傾
倒
細
生
語

月
上
遥
峰
古
澗
束
　
（
次
髄
酬
提
蔵
主
）

老
弟
特
来
臍
拝
、
偶
師
兄
暫
出
、
便
欲
帰
去
、
而
日
既
夕
突
、
一
夜

独
坐
西
軒
之
下
、
柳
述
五
十
六
言
、
以
披
所
懐
云
、
伏
希
⑤
爾
、
玉

澗
師
兄
和
尚
几
下
、

老
冠
隠
走
我
知
心
　
持
問
幽
柄
入
還
林
　
宝
枚
凛
惑
何
処
去
　
空
尉
投
宿

覚
更
深
　
照
人
山
月
仝
顔
色
　
洗
耳
松
風
正
語
音
　
可
謂
這
回
頁
会
見

明
朝
歩
寧
下
膏
年

余
忘
年
兢
友
悦
雲
峰
、
一
別
二
十
有
飴
載
、
夢
探
想
念
下
己
、
一
日

忽
打
巌
扉
、
執
手
話
旧
、
相
得
甚
惰
、
而
亦
見
恵
妙
偶
、
唱
歌
之

故
、
依
誼
奉
謝
、

蒼
顔
白
髪
経
年
別
　
彼
此
菅
人
非
昔
人
　
今
夜
肝
腸
傾
下
尽
　
暁
肱
霜
月

落
水
輸

こ
れ
ら
の
詩
を
見
る
と
、
さ
き
に
自
費
の
作
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
な
、

「
寒
」
　
「
霜
」
な
ど
の
語
が
形
成
す
る
観
念
世
界
に
把
え
ら
れ
た
月
と
、
眼
前

の
美
な
る
月
と
が
表
現
の
裡
に
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。
目
と
心
と
で
把
え
ら

れ
た
「
月
」
の
美
が
あ
る
。

贈
寵
岩
油
蔵
主
と
題
す
る
作
が
あ
る
。

貞
治
異
邦
仲
秋
月
夕
、
余
忘
年
友
干
光
篠
舘
岩
老
兄
、
持
時
遠
来
見
訪
岩

屠
、
相
得
惜
茜
、
同
下
鏑
藍
亭
上
翫
月
、
余
謂
寵
岩
日
、
霊
山
拍
曹
渓
話

等
、
且
置
不
論
也
、
寒
山
子
云
、
吾
心
似
秋
月
云
云
、
正
是
秋
月
今
夜
遊

日
立
好
、
只
吾
心
実
未
知
其
所
在
也
、
然
寵
岩
将
酬
何
語
之
頃
、
時
有
山

童
侍
勇
、
敲
松
根
歌
日
、
心
心
心
向
何
処
尋
、
山
中
問
寂
良
電
欲
深
、
胎

月
高
懸
虚
殆
溝
林
、
渓
声
混
滞
漱
玉
鳴
琴
、
石
女
木
人
起
鋤
舞
、
虚
空
間

口
笑
吟
吟
、
余
励
声
詞
日
へ
休
休
小
子
多
口
、
二
人
携
手
帰
庵
就
寝
、
笠

旦
提
唱
記
篤
、
以
把
寵
岩
公
云
、

貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
、
寂
宝
七
十
四
歳
の
作
で
あ
る
。
言
う
と
こ
ろ
の

小
子
が
、
現
実
に
存
し
た
か
、
寂
宝
の
虚
構
の
産
物
か
、
知
ら
ぬ
。
し
か
し
、

小
子
の
口
を
槽
り
て
語
ら
れ
て
い
る
月
は
、
宗
教
的
な
観
念
世
界
に
光
り
を
投

じ
て
い
る
月
で
あ
る
。
「
小
子
多
口
」
と
し
て
小
子
の
こ
と
ば
を
押
え
る
寂
室

の
行
為
に
は
、
「
正
是
秋
月
今
夜
海
月
最
好
、
只
苦
心
実
未
知
其
所
在
也
、
」

の
こ
と
ば
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
と
さ
ら
の
宗
教
的
な
言
挙
げ
を
押
え
て
、

美
的
な
感
動
に
す
な
お
に
身
を
委
ね
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。

石
欄
説
と
題
す
る
作
が
あ
る
。
こ
の
文
は
、
山
水
に
遊
ぶ
を
喜
ぶ
寂
宝
が
、

一
日
、
同
志
両
三
輩
と
屋
後
の
山
の
美
景
を
楽
し
ん
だ
時
の
も
の
で
あ
る
。
寂

室
は
同
志
に
言
う
。

即
謂
同
志
日
、
坐
吾
語
汝
、
古
隠
士
宜
拇
質
世
、
遠
尋
雲
山
陸
運
牢
谷
之

中
、
考
輿
寒
渓
之
上
、
守
志
堅
確
、
天
翻
地
覆
、
不
移
不
転
、
心
源
淵

深
、
歳
砧
月
累
、
瑚
清
瑚
澄
、
唯
善
世
人
知
住
処
、
亦
恐
声
名
流
江
湖
、

．
而
今
回
初
石
凋
、
輿
古
隠
士
之
遺
貌
頗
相
違
似
也
、
故
意
謂
何
如
、

す
な
わ
ち
、
山
の
景
趣
を
古
隠
士
の
遺
現
に
な
ぞ
ら
え
て
党
す
る
。
同
志
は

駁
し
て
言
う
。

同
志
払
挟
起
英
日
、
老
犬
実
票
郡
、
若
但
謂
酷
愛
披
石
欄
天
生
活
絶
佳

、
致
、
別
良
以
可
也
、
引
古
隠
逸
、
倫
庸
比
倫
、
何
其
言
之
汎
披
如
是
、
竃



復
非
好
事
者
哉
、

こ
の
問
答
を
叙
し
て
後
、

余
失
所
対
、
叔
面
而
休
、
夕
陽
已
懸
木
末
、
相
呼
而
帰
、
笠
旦
泉
姪
来
相

訪
、
治
者
同
畷
次
、
話
及
乃
事
、
泉
云
、
或
号
吾
石
凋
、
田
識
所
由
、
正

欲
来
従
老
犬
而
聞
其
説
、
幸
希
記
山
中
所
見
所
語
、
在
石
欄
字
尾
英
、
余

日
、
前
所
富
者
、
是
同
志
所
拾
、
汝
用
是
英
為
、
泉
云
、
披
已
非
我
、
我

亦
非
彼
、
彼
我
各
異
、
用
捨
寧
同
、
余
不
狂
巳
、
按
覇
書
贈
云
、

と
説
を
結
ん
で
い
る
。
文
章
の
修
辞
を
考
え
る
と
し
て
も
、
問
答
を
祖
々
と

記
述
し
て
、
率
滑
に
心
の
動
き
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
同
志
が
安
室
の

言
を
駁
し
た
時
、
「
余
失
所
対
、
赦
面
而
休
、
」
と
あ
る
が
、
何
故
に
寂
宅
は

応
対
の
語
を
失
し
て
、
薇
画
し
て
杜
口
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
の
景
趣
を
古

隠
士
の
遺
祝
に
な
ぞ
ら
え
た
こ
と
が
、
何
故
に
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
寂
室
を
自
責

せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
泉
姪
の
請
に
応
じ
て
石
欄
説
を
記
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
寂
室
の
叔
両
が
深
切
な
自
責
に
発
し
た
も
の
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

玉
村
竹
二
氏
は
、
そ
の
著
「
五
山
文
学
」
に
、
「
一
方
中
国
神
林
に
は
、
元

末
以
来
、
念
仏
禅
が
流
行
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
隠
遁
的
な
思
想
を
生
じ
た
。
」

「
杭
州
天
目
山
幻
住
庵
の
中
輝
明
本
や
無
見
先
規
、
煙
石
梵
巧
な
ど
が
、
そ
の

中
心
人
物
で
、
殊
に
中
峰
、
無
兄
は
隠
逸
禅
者
の
代
表
で
あ
っ
た
。
」
「
就
中
、

近
江
永
源
寺
の
寂
室
元
光
、
常
陸
法
雲
寺
の
複
魔
宗
己
は
、
こ
の
思
想
を
忠
実

に
伝
え
た
代
表
者
の
よ
う
な
人
で
、
大
い
に
そ
の
門
戸
が
栄
え
た
の
で
あ

る
。
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
中
輝
明
本
の
神
風
に
つ
い
て
は
、
今
、
論
ず
る

用
意
は
な
い
。
天
自
明
本
鞘
師
雑
録
を
見
る
と
、
懐
浄
土
詩
一
百
八
首
や
勧
念

阿
瑚
陀
仏
の
詠
が
あ
り
、
ま
た
「
我
愛
水
雲
常
自
在
、
任
運
迫
遥
無
変
改
、
祀

下
千
山
成
還
流
、
遠
対
斜
陽
散
文
彩
、
水
無
心
今
雲
無
心
、
只
此
無
今
慧
無

古
、
」
に
始
ま
る
水
雲
自
在
歌
、
「
半
生
幻
住
西
天
日
、
毎
愛
好
山
如
骨
肉
、

破
鉛
無
米
不
下
床
、
疫
腰
三
毘
従
教
束
、
翔
翁
白
日
来
打
門
、
且
笑
且
言
声
清

見
、
」
に
始
ま
る
松
花
成
歌
な
ど
の
作
が
あ
っ
て
、
玉
村
氏
の
所
説
の
適
当
な

る
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
糟
舘
岩
油
蔵
主
の
文
に
「
小
子

多
口
。
」
と
言
い
、
石
欄
説
に
「
魂
面
而
休
。
」
と
記
し
て
い
る
寂
室
の
こ
と

ば
の
底
に
、
隠
逸
禅
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
己
れ
の
神
風
に
対
す
る
省
察
が
あ
ヴ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
「
余
性
苗
遊
山
水
之
間
、
」
　
（
石
澗
説
）
と
自
ら

記
し
て
い
る
よ
う
な
山
水
へ
の
心
の
傾
斜
が
、
自
然
の
裡
に
晦
逃
し
て
己
事
究

明
に
沈
潜
す
る
宗
教
的
営
み
と
、
自
然
の
美
景
に
恍
惚
撥
心
す
る
文
芸
的
営
み

と
が
、
隠
逸
と
い
う
生
活
形
態
の
中
で
分
か
ち
が
た
く
共
存
す
る
こ
と
へ
の
自

省
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
寂
室
の
詩
に
、

九
月
十
三
日
遊
田
原
村
、
投
宿
節
会
、
同
来
諸
弟
華
曲
肱
就
寝
、
独

悶
窓
観
月
、
抑
写
老
懐
耳
、

戊
子
季
秋
将
半
日
　
田
原
村
裡
宿
畑
超
　
看
乗
五
十
餃
霜
月
　
幽
輿
不
如

今
夜
多

蓼
蓼
清
夜
通
路
情
　
羅
月
松
風
勃
共
争
　
不
党
蔵
相
野
一
噴
　
知
音
只
有

暁
錆
声
（
戊
午
云
云
）

中
庭
無
人
月
自
明
　
索
東
金
風
入
衣
誠
、
旋
拾
落
英
盈
地
番
　
冥
鴻
声
遠

情
何
極
　
（
中
秋
偶
作
）

月
到
中
秋
最
利
害
　
侵
入
特
地
悩
閃
情
一
年
三
百
六
十
夜
　
輸
却
今
響

半
刻
明
　
（
同
）

の
ど
と
き
閑
情
を
流
露
す
る
作
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

野
興
催
人
青
昼
長
　
行
看
岩
院
清
庭
芳
　
僧
従
玉
樹
陰
中
退
　
鴬
在
略
語

重
処
蔵
　
擁
鋤
応
添
山
月
色
　
謂
窓
又
助
瓦
焼
香
　
老
来
好
意
難
多
遇

限
酔
風
光
心
欲
狂
　
（
室
山
看
花
嶺
）



の
作
に
見
る
ご
と
き
、
美
に
対
す
る
感
受
性
を
己
事
究
明
の
禅
の
基
柾
に
保
ち

つ
つ
、
隠
逸
の
神
風
を
形
成
し
た
寂
室
の
生
き
方
の
一
面
を
考
え
さ
せ
よ
う
。

－
　
広
島
大
学
教
養
部
教
授
　
－
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一

本
久
の
◎
が
ら
①
の
教
官
ド
墜
産
能
の

、
叉
官
が
は
い
る
。

①
瑠
◎
夏
㊥
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①
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